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こ
の
た
び
、
新
潟
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
責
任
の
重
さ
を

感
じ
る
と
と
も
に
、
県
内
各
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
皆
様
と
力
を
合
わ
せ
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や

か
な
成
長
と
豊
か
な
学
び
を
支
え
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

就
任
以
来
、
全
国
各
地
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
者
の

皆
様
と
お
会
い
し
、
お
話
を
伺
う
機
会
に
恵
ま

れ
ま
し
た
。
昨
今
、「
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
必
要
な
の
か
」

と
い
う
議
論
も
あ
り
、
実
際
に
交
流
す
る
中
で

強
く
感
じ
た
の
は
、
形
や
方
法
は
違
っ
て
も
、

「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
」
を

考
え
、
懸
命
に
活
動
し
て
い
る
方
々
が
全
国
に

数
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ

の
姿
に
触
れ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
意
義
と
、
そ
こ

に
携
わ
る
皆
様
の
思
い
の
大
き
さ
を
改
め
て
実

感
し
ま
し
た
。

　

日
頃
よ
り
、
各
学
校
や
地
域
に
お
い
て
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
活
動
さ
れ
て
い
る
各
単
位
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
皆
様
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
深
い
敬
意
を
表
し
ま
す
。
皆
様
の
一

つ
ひ
と
つ
の
活
動
が
、
子
ど
も
た
ち
の
学
校
生

活
を
支
え
、
未
来
へ
の
力
に
つ
な
が
っ
て
い
る

こ
と
を
、
私
自
身
も
心
に
刻
ん
で
お
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
時
代
の
変
化
と
と
も
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
あ
り
方
も
変
わ
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
大
切
な
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
形
を
守
る
こ

と
で
は
な
く
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
本
当
に

必
要
な
こ
と
は
何
か
を
考
え
、
保
護
者
、
学
校
、

地
域
が
力
を
寄
せ
合
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

私
た
ち
保
護
者
も
子
ど
も
た
ち
の
声
に
耳
を

傾
け
、
学
校
や
地
域
と
手
を
携
え
な
が
ら
、
そ

の
成
長
を
支
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
県

内
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
同
士
が
つ
な
が
り
、
互
い
に
学
び

合
い
な
が
ら
、
時
代
に
合
っ
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
あ
り

方
を
と
も
に
考
え
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
皆
様
と
と
も
に

歩
み
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来
に
つ
な
が
る
活
動

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
県
内
各
高
等
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
、
子
ど
も
た
ち

の
輝
か
し
い
未
来
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
を

心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

育
ん
だ
感
性
と
友
情

天
高
く
突
き
上
げ
ろ
！

【
山
頂
の
伝
統
ポ
ー
ズ
は
団
結
力
の
証
し
】

新
潟
西
高
等
学
校 

写
真
部

保
護
者　

高
橋
　
謙
介

新
発
田
南
高
等
学
校　

登
山
部

保
護
者　

小 

竹 

　
洋

　

娘
は
、
中
古
の
カ
メ
ラ
を
手
に
三
年
間
写
真

部
に
所
属
し
ま
し
た
。
一
年
次
は
学
校
行
事
の

撮
影
が
中
心
で
し
た
が
、
二
年
次
か
ら
は
積
極

的
に
撮
影
会
な
ど
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

部
活
動
と
し
て
毎
月
あ
ち
こ
ち
出
か
け
、
他

校
の
部
員
と
も
交
流
し
な
が
ら
、
様
々
な
風
景

や
人
物
な
ど
を
撮
影
し
作
品
を
制
作
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
新
潟
県
高
等
学
校
総
合
文
化

祭
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
さ
ら
に
全
国
高
等
学

校
総
合
文
化
祭
で
も
奨
励
賞
を
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
本
人
は
「
そ
れ
ほ
ど
熱
心
に

取
組
ん
で
な
か
っ
た
け
ど
、
撮
影
会
は
楽
し

か
っ
た
」
と
言
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
楽
し
み

　

二
〇
二
六
年
新
潟
県
総
体
、
新
発
田
南
高
校

登
山
部
は
三
連
覇
に
挑
み
ま
し
た
。
結
果
報
告

会
へ
向
か
う
道
中
、
息
子
か
ら
「
優
勝
し
た
」

の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
。
三
連
覇
達
成
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

出
場
!!
こ
の
上
な
い
吉
報
が
届
い
た
瞬
間
は
今

で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
大
き
な
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
の
中
、
新
潟
県
の
頂
点
を
守
り
抜
い
た

選
手
た
ち
の
姿
は
と
て
も
誇
ら
し
い
も
の
で
し

た
。

　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
は
、
昨
年
よ
り
順
位
を
上

げ
る
こ
と
が
で
き
、
三
年
間
の
集
大
成
を
キ
ャ

プ
テ
ン
と
し
て
仲
間
と
共
に
全
力
で
戦
い
、
悔

い
な
く
競
技
を
や
り
切
っ
た
と
言
っ
て
い
ま
し

な
が
ら
何
気
な
い
日
常
の
一
瞬
を
切
り
取
る
本

人
の
感
性
や
視
点
が
高
く
評
価
さ
れ
た
こ
と

を
、親
と
し
て
は
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
部
員
た
ち
と
楽
し
く
活
動
で
き
た
こ

と
は
高
校
生
活
の
大
切
な
思
い
出
と
な
り
、
か

け
が
え
の
な
い
財
産
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
写
真
部
で
培
っ
た
経
験
や
感
性
を
活
か

し
、
友
情
を
大
切
に
し
、
人
間
性
を
さ
ら
に
磨

い
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

終
わ
り
に
部
活

動
を
支
援
し
て
く

だ
さ
っ
た
新
潟
西

高
校
を
は
じ
め
、

指
導
し
て
く
だ

さ
っ
た
先
生
方
や

部
員
の
皆
様
、
今

ま
で
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

た
。
と
て
も
良
い
経
験
に
な
り
大
会
に
携
わ
っ

た
全
て
の
方
々
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

芝
南
登
山
部
は
、
登
山
に
必
要
な
設
営
・
炊

事
、
読
図
・
天
気
図
作
成
な
ど
の
基
礎
知
識
の

習
得
・
20
㎏
の
装
備
を
担
い
で
の
体
力
強
化
、

顧
問
の
先
生
方
の
専
門
指
導
に
加
え
、
同
じ
釜

の
メ
シ
な
ら
ぬ
『
マ
シ
ュ
マ
ロ
焼
き
』
を
一
緒

に
楽
し
み
な
が
ら
、
仲
間
と
の
一
体
感
と
絆
を

深
め
て
き
ま
し
た
。
山
頂
で
天
に
向
か
っ
て
拳

を
突
き
上
げ
る
「
伝
統
ポ
ー
ズ
」
は
全
部
員
が

受
け
継
い
で
き
た

団
結
力
の
証
し
で

す
。
こ
れ
か
ら
も

仲
間
と
共
に
一
歩

一
歩
、
さ
ら
な
る

高
み
を
目
指
し
て

頂
上
へ
！

　

芝
南
Ｆ
Ｉ
Ｇ
Ｈ

Ｔ
！
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令
和
八
年
六
月
五
日
、
ホ
テ
ル
イ
タ
リ
ア
軒

で
今
年
度
の
県
高
Ｐ
連
総
会
・
研
究
協
議
会
、

お
よ
び
（
一
社
）
新
潟
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
安

全
互
助
会
社
員
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
高
Ｐ
連
総
会
は
永
井
智
則
副
会
長
の
開
会

の
こ
と
ば
、
国
歌
斉
唱
、
古
川
憲
会
長
の
挨
拶

の
後
、
来
賓
の
新
潟
県
教
育
委
員
会　

教
育
長

太
田
勇
二
様（
代
読　

教
育
次
長　

鶴
巻
勝
様
）

よ
り
祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
前
年
度

の
会
務
な
ら
び
に
決
算
の
報
告
、
会
計
監
査
報

告
、
お
よ
び
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
新
会
長
に

は
新
潟
中
央
高
校
の
坂
爪
麻
奈
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
が

選
出
さ
れ
、
就
任
の
挨
拶
の
後
、
功
労
者
へ
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
長
岡
高
校
親
師
会

長
の
小
黒
元
副
会
長
を
議
長
に
、
今
年
度
の
活

動
方
針
・
事
業
計
画
お
よ
び
収
支
予
算
案
に
つ

い
て
審
議
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

安
全
互
助
会
社
員
総
会
は
新
潟
工
業
高
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
中
村
未

知
副
理
事
長
の
開

会
の
辞
、
古
川
理

事
長
の
挨
拶
の
後

に
、
前
年
度
の
事

業
報
告
・
会
計
決

算
、
役
員
選
出
、

今
年
度
の
事
業
計

画
・
収
支
予
算
に

つ
い
て
審
議
さ
れ

承
認
さ
れ
ま
し

た
。
新
理
事
長
に

は
坂
爪
麻
奈
県
高

新
潟
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

　総
会
報
告

新
潟
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

　総
会
報
告

Ｐ
連
会
長
が
選

出
さ
れ
ま
し

た
。

　

研
究
協
議
会

で
は
各
委
員
会

の
資
料
報
告
の

後
、
四
校
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
よ
り
提
案
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
第
一

発
表
は
新
発
田
商
業
高
校
の
「
伝
統
を
力
に
、

地
域
と
未
来
へ
つ
な
ぐ
サ
ポ
ー
ト
の
輪
」、
第

二
発
表
は
明
鏡
高
校
の
「
自
分
色
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
」、
第
三
発
表
は
「
塩
沢
商

工
高
等
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
つ
い
て
」、
第

四
発
表
は
「
新
潟
県
立
新
井
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
の
紹
介
」
と
そ
れ
ぞ
れ
特
色
の
あ
る
取
り

組
み
が
紹
介
さ
れ
、大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
株
式
会
社
Ｍ
Ｇ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
代
表
取
締
役

の
武
田
修
美
様
か
ら
「
産
学
共
創
で
考
え
る
こ

れ
か
ら
の
教
育
の
あ
り
方
」
と
題
し
て
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。
燕
市
の
金
型
製
作
所
に
生

ま
れ
、
マ
ジ
ッ
ク
メ
タ
ル
で
有
名
な
会
社
を
起

こ
し
、
企
業
、

大
学
を
巻
き
込

ん
で
社
会
を
デ

ザ
イ
ン
し
、
地

域
の
ま
ち
づ
く

り
に
貢
献
す
る

姿
勢
に
深
い
感

銘
を
受
け
ま
し

た
。

新
潟
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

中

枝

武

司

　

本
校
は
大
正
六
年
に
創
立
さ
れ
、
長
い
歴
史

と
伝
統
を
持
つ
商
業
高
校
で
す
。
商
業
教
育
を

通
し
て
、
地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
人

材
の
育
成
を
目
指
し
、
地
域
と
連
携
し
た
教
育

活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、学
校
と
家
庭
が
連
携
し
、

生
徒
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
と
学
校
教
育
の
充

実
を
支
え
る
た
め
、
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

体
育
祭
で
は
飲
み
物
の
提
供
を
行
い
、
生
徒

た
ち
が
安
心
し
て
活
動
で
き
る
よ
う
支
援
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
報
の
発
行
や
各
種

研
修
活
動
、
学
校
行
事
へ
の
協
力
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

研
修
活
動
で
は
、
保
護
者
が
生
徒
の
進
路
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
る
機
会
と
し
て
、
毎
年
、

専
門
学
校
や
大
学
へ
の
視
察
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、
実
際
の
教
育
環
境
や
学
習

内
容
を
見
学
す
る
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
の
進

路
を
考
え
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
広
報
活
動
と
し
て
、
生
徒
た
ち
が
作
成

し
た
ス
ク
ー
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
し
ば
り
ん
」

も
活
用
し
な
が
ら
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
や
生
徒
地
域

の
方
々
に
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
情
報
発
信

に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
、
伝
統
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、

生
徒
一
人
一
人
の
成
長
と
進
路
実
現
を
支
え
、

新
発
田
商
業
高
校
の
さ
ら
な
る
発
展
に
微
力
な

が
ら
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
校
の
ス
ク
ー
ル
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、「
一
人

一
人
の
可
能
性
を
拓
く
学
校
」
で
す
。

ま
た
、
教
育
テ
ー
マ
と
し
て
「
花
ひ
ら
く
７

色
目
は
自
分
色
」
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

校
舎
中
央
の
ホ
ー
ル
の
天
井
に
は
、
あ
え
て

６
色
の
虹
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
残
る
「
７
色

目
」
に
は
、
生
徒
一
人
一
人
が
自
分
ら
し
く
輝

い
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。私

た
ち
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
そ
の
「
自
分
色
」
を
支

え
、
生
徒
の
成
長
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

文
化
祭
へ
の
協
力
、
保
護
者
同
士
が
自
由
に

語
り
合
う
「
ト
ト
ロ
の
会
」
の
運
営
、
卒
業
生

へ
の
コ
サ
ー
ジ
ュ
づ
く
り
な
ど
、
保
護
者
も
楽

し
み
な
が
ら
活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

生
徒
会
主
催
の
清
掃
活
動
「
清
め
隊
」
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
し
た
地
域
と
の
交
流
活
動
に

も
参
加
し
、
つ
な
が
り
を
育
ん
で
い
ま
す
。

学
校
運
営
協
議
会
で
は
、
生
徒
た
ち
と
学
校

の
未
来
を
一
緒
に
考
え
ま
す
。
さ
ら
に
「
夢
散

歩
」
と
名
付
け
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
の
研
修
で
は
、

若
者
支
援
の
関
係
機
関
を
訪
ね
、
私
た
ち
保
護

者
も
一
緒
に
学
び
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
学
校
・
地
域
・
関
係
機
関
を
つ

な
ぐ
要
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
夢
や
希
望
と

い
う
花
が
「
自
分
色
」
で
素
敵
に
咲
き
誇
る
こ

と
を
願
い
、
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

伝
統
を
力
に
、
地
域
と
未
来
を

つ
な
ぐ
サ
ポ
ー
ト
の
輪

「
自
分
色
」を
サ
ポ
ー
ト
す
る

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

新
発
田
商
業
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

遠
藤
　
直
行

明
鏡
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

丸
山
　
智
之

第
一
発
表

第
一
発
表

県
高
Ｐ
連
総
会 

提
案
発
表

県
高
Ｐ
連
総
会 

提
案
発
表

第
二
発
表

第
二
発
表

11月１日は「新潟県教育の日」
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本
校
は
県
内
唯
一
の
「
商
工
」
高
校
で
、
南

魚
沼
地
域
唯
一
の
専
門
高
校
で
す
。
創
立
六
十

三
年
目
を
迎
え
、
地
域
と
連
携
し
た
体
験
活
動

を
通
じ
て
、
地
域
を
支
え
る
人
材
育
成
に
努
め

て
い
ま
す
。
特
に
工
業
科
は
、
令
和
二
年
度
に

「
地
域
創
造
工
学
科
」
へ
改
編
。「
仮
設
道
路
実

習
」
は
、
南
魚
沼
建
設
業
協
会
か
ら
資
材
や
重

機
、
指
導
者
の
全
面
支
援
を
受
け
て
お
り
、
全

国
で
も
珍
し
い
取
組
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
で
は
年
二
回
の
「
挨
拶
運
動
」

を
実
施
、学
校
前
に
１
０
０
ｍ
続
く
「
商
工
坂
」

の
沿
道
で
声
を
か
け
て
い
ま
す
。
保
護
者
送
迎

が
多
い
中
、
生
徒
の
様
子
や
表
情
を
見
ら
れ
る

貴
重
な
機
会
で
す
。
ま
た
、「
Ｐ
Ｔ
Ａ
講
演
会
」

で
は
新
潟
工
科
大
学
堀
教
授
か
ら
「
子
供
に

負
け
な
い
大
人
の
生
成
Ａ
Ｉ
講
座
」
で
ご
講
演

い
た
だ
き
、
今
年
度
文
科
省
「
生
成
Ａ
Ｉ
パ
イ

ロ
ッ
ト
校
事
業
」
研
究
指
定
校
と
し
て
、
保
護

者
も
共
に
学
び
を
深
め
る
好
機
と
な
り
ま
し

た
。
年
三
回
発
行
の
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
報
」
は
地
域

の
回
覧
板
で
、広
く
学
校
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は「
生
徒
と
の
座
談
会
」を
計
画
し
、「
校

則
と
は
」「
高
校
生
ら
し
さ
と
は
」「
大
人
と
は
」

と
い
っ
た
問
い
に
つ
い
て
、
生
徒
と
共
に
考
え

て
い
く
予
定
で
す
。
現
在
、
働
き
方
改
革
や
少

子
化
の
影
響
か
ら
、
新
た
な
活
動
は
難
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
直
接
言
葉
を

交
わ
す
こ
と
で
、Ｐ
Ｔ
Ａ
が
生
徒
に
と
っ
て「
知

ら
な
い
大
人
の
集
団
」
か
ら
「
身
近
な
応
援
団
」

へ
と
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

本
校
は
百
十
五
年
に
わ
た
る
歴
史
と
伝
統
を

有
し
た
学
校
で
す
。
平
成
八
年
に
総
合
学
科
へ

移
行
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
と

し
て
、
生
徒
の
成
長
を
支
え
、
学
校
生
活
を
よ

り
豊
か
に
す
る
た
め
、「
学
校
・
家
庭
・
地
域
」

が
一
体
と
な
っ
た
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

学
校
行
事
へ
の
支
援
と
し
て
、「
六
華
祭
」

で
は
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
招
致
し
て
食
品
を
提

供
し
、
行
事
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ア
ル
ミ
缶
回
収
を
通
年
実
施
し
、
そ
の
収
益
を

生
徒
会
に
寄
付
し
て
い
ま
す
。
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
大
会
で
は
、運
営
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
社
会
課
題
へ
の
理
解
と
生
徒
の
安

全
を
支
え
る
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

拉
致
問
題
啓
発
講
演
会
を
学
校
と
共
催
し
、
保

護
者
が
生
徒
と
と
も
に
人
権
問
題
に
つ
い
て
考

え
る
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
教
育

委
員
会
に
よ
る
い
じ
め
対
策
総
点
検
で
は
、
役

員
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し
、
学
校
の

い
じ
め
対
策
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
オ
ー
ル
妙
高
あ
い
さ
つ
運
動
で

は
、
役
員
が
玄
関
に
立
ち
、

登
校
し
て
く
る
生
徒
に
声
を

掛
け
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
学
校
の
教
育
方

針
を
理
解
し
、
地
域
と
の
橋

渡
し
役
を
担
い
な
が
ら
、
学

校
と
一
体
と
な
っ
て
生
徒
を

支
え
る
体
制
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

塩
沢
商
工
高
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

新
井
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
紹
介

塩
沢
商
工
高
等
学
校　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

嶋
田
　
友
和

新
井
高
等
学
校　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

横

尾

　
航

第
三
発
表

第
三
発
表

第
四
発
表

第
四
発
表

　

七
月
九
日
・
十
日
、
金
沢
市
の
石
川
県
立
音

楽
堂
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
を
会
場
に
、
北
信
越

地
区
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
研
究
大
会
石
川

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

実
践
発
表
で
は
、
福
井
県
立
美
方
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
石
川
県
立
工
業
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が

印
象
に
残
り
ま
し
た
。
美
方
高
校
で
は
、
校
内

レ
ガ
ッ
タ
の
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
レ
ー
ス
に
Ｐ
Ｔ

Ａ
チ
ー
ム
と
し
て
参
加
す
る
な
ど
、
役
員
自
身

が
楽
し
み
な
が
ら
活
動
し
て
い
る
様
子
が
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
会
場
全
体
を
巻
き
込
ん
だ

「
キ
ャ
ッ
チ
・
ロ
ー
」
の
掛
け
声
も
印
象
的
で

し
た
。
石
川
県
立
工
業
高
校
も
、
音
楽
や
映
像

を
取
り
入
れ
、
生
徒
と
と
も
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を

楽
し
む
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
目
的

を
大
切
に
し

な
が
ら
、
活

動
す
る
側
も

楽
し
む
こ
と

の
大
切
さ
を

感
じ
ま
し

た
。

　

特
別
講
演

で
は
、
能
登

半
島
地
震
を

経
験
し
た
石

川
県
立
飯
田

高
等
学
校
の

前
学
校
長
及

び
前
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
か
ら
、

災
害
へ
の
備

え
に
つ
い
て

提
言
を
伺
い

ま
し
た
。
特

に
「
水
と
簡

易
ト
イ
レ
は

十
日
分
」「
腐
ら
な
い
も
の
は
場
所
を
工
夫
し

て
で
も
備
蓄
す
る
」
と
い
う
話
が
心
に
残
り
ま

し
た
。
必
要
性
は
分
か
っ
て
い
て
も
、
な
か
な

か
行
動
に
移
せ
な
い
自
分
自
身
を
振
り
返
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

二
日
目
の
記
念
講
演
で
は
、
金
沢
大
学
・
教

授　

本
所
恵
氏
か
ら
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
教
育

を
通
し
て
、
子
ど
も
を
一
人
の
市
民
と
し
て
尊

重
し
、
自
分
で
選
び
、
考
え
、
行
動
す
る
機
会

を
与
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。「
子

ど
も
に
主
体
的
に
動
い
て
ほ
し
い
」
と
願
う
私

た
ち
大
人
こ
そ
、
子
ど
も
自
身
が
決
め
る
機
会

を
大
切
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
回
の
大
会
で
得
た
学
び
を
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

や
家
庭
で
の
子
ど
も
と
の
関
わ
り
に
生
か
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
企
画
・
運
営
に
御
尽

力
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

北
信
越
地
区
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
研
究
大
会
石
川
大
会
報
告

北
信
越
地
区
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
研
究
大
会
石
川
大
会
報
告

新
潟
工
業
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

齋

藤

宏

明
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去
る
八
月
二
十
日
か
ら
二
十
一
日
の
二
日

間
、
大
分
県
大
分
市
・
別
府
市
を
会
場
と
し
て

第
75
回
全
国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会

２
０
２
６
大
分
大
会
が
、
大
会
テ
ー
マ
「
湯
ご

こ
ろ
真
ご
こ
ろ
親
ご
こ
ろ
～
輝
く
未
来
を
切

り
開
け
～
」
の
も
と
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
第
一
日
目
は
、
大
分
市
・
別
府
市
内
の

五
つ
の
会
場
で
分
科
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
私

が
参
加
し
た
第
四
分
科
会
、
テ
ー
マ
「
災
害
か

ら
護
る
力
」
で
は
、
防
災
は
社
会
学
に
と
ど
ま

ら
ず
、
医
学
や
福
祉
の
視
点
も
含
め
た
多
角
的

な
連
携
が
必
要
で
あ
り
、
日
常
生
活
の
延
長
線

上
で
自
分
・
家
族
・
地
域
を
護
る
基
盤
を
つ
く

る
と
い
う
お
話
が
印
象
的
で
し
た
。
災
害
時
に

常
に
家
族
が
一
緒
に
い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
こ
そ
、
家
族
で
避
難
場
所
を
決
め
て
お

く
こ
と
や
連
絡
が
取
れ
な
い
時
の
手
段
、
非
常

用
持
ち
出
し
袋
の
中
身
の
把
握
な
ど
、
日
頃
か

ら
し
っ
か
り
話
し
合
っ
て
お
く
こ
と
の
大
切
さ

を
改
め
て
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
後

は
、
自
身
が
住
む
場
所
の
地
理
的
リ
ス
ク
（
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
）
を
正
確
に
把
握
し
、
毎
年

の
よ
う
に
起
こ
る
豪
雨
災
害
等
に
対
し
て
も
、

日
頃
か
ら
の
声
か
け
や
早
期
避
難
を
地
域
で
実

践
し
て
い
く
と
い
う
内
容
を
今
後
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
や
家
庭
で
の
備
え
に
生
か
し
て
い
こ
う
と
考

え
ま
し
た
。

　

大
会
二
日
目
は
、
表
彰
式
や
記
念
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
本
県
か
ら
は
、
優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文

部
科
学
大
臣
表
彰
に
佐
渡
高
等
学
校
が
選
ば
れ

ま
し
た
。
全
国
大
会
会
長
表
彰
の
個
人
部
門
に

全
国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会
　大
分
大
会
報
告

全
国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会
　大
分
大
会
報
告

お
い
て
、
高
田
商
業
高
等
学
校
永
井
智
則
様
、

長
岡
高
等
学
校
中
山
良
二
様
が
、
団
体
部
門

で
は
、
柏
崎
常
盤
高
等
学
校
、
新
津
工
業
高
等

学
校
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
役
員
等
表

彰
者
と
し
て
古
川　

憲
前
高
Ｐ
連
会
長
に
特

別
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
は
、
内
川
聖
一
氏
（
元
プ
ロ
野
球

選
手
、
大
分
県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
ア
ン

バ
サ
ダ
ー
、別
府
ツ
ー
リ
ズ
ム
観
光
特
別
大
使
）

に
よ
る
「
夢
が
導
く
諦
め
な
い
気
持
ち
」
と
い

う
演
題
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
内
川
氏
は
、
大

分
県
立
大
分
工
業
高
等
学
校
か
ら
ド
ラ
フ
ト
一

位
で
プ
ロ
入
り
し
、
両
リ
ー
グ
で
の
首
位
打
者

や
日
本
一
な
ど
数
々
の
実
績
を
残
し
て
き
た
自

ら
の
経
験
を
も
と
に
、
と
て
も
惹
き
込
ま
れ
る

語
り
口
か
ら
、
教
訓
と
な
る
お
話
が
素
直
に
自

分
の
中
へ
入
っ
て
く
る
の
を
感
じ
ま
し
た
。
高

校
時
代
、
プ
ロ
よ
り
も
甲
子
園
へ
行
き
た
か
っ

た
思
い
の
中
で
、ド
ラ
フ
ト
一
位
指
名
を
受
け
、

考
え
方
を
切
り
替
え
て
プ
ロ
へ
進
ん
だ
経
緯
、

小
久
保
監
督
か
ら
学
ん
だ
、
本
を
読
み
表
現
力

を
身
に
つ
け
る
大
切
さ
、
原
監
督
か
ら
教
わ
っ

た
土
壇
場
こ
そ
大
地
に
足
を
つ
け
力
を
も
ら
う

姿
勢
、
そ
し
て
結
果
が
出
な
い
時
に
は
何
度
も

考
え
を
組
み
立
て
直
し
て
結
果
を
出
す
た
め
の

努
力
を
ひ
た
む
き
に
重
ね
て
き
た
と
い
う
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
印
象
的
で
し
た
。

　

全
体
を
通
じ
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
こ
れ
か
ら

何
が
で
き
る
の
か
、
す
る
べ
き
な
の
か
を
考
え

さ
せ
ら
れ
た
非
常
に
有
意
義
な
大
会
で
し
た
。

新
潟
西
高
等
学
校　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

土

田

貴

子

編 集 後 記
地区名 地区ＰＴＡ

幹事校
開催期日
（曜日）

開催
時刻 会　　　場 当番校

1 新 　 潟 新潟工業 11月18日㈬ 14：30 新潟東映ホテル 明 　 　 鏡

2 巻 巻 総 合 11月13日㈮ 14：00 燕市民交流センター 吉 　 　 田

3 新発田・村上 新 発 田 11月18日㈬ 13：20 新発田市カルチャーセンター 新 発 田 農 業

4 新 　 津 新　 津 11月６日㈮ 14：30 新潟薬科大学新津キャンパス 五 　 　 泉

5 長 　 岡 長　 岡 11月20日㈮ 14：30 アトリウム長岡 長 岡 商 業

6 三 　 条 三 条 東 11月20日㈮ 14：00 ジオ・ワールドビップ 加 茂 農 林

7 魚 　 沼 小 千 谷 11月10日㈫ 13：40 ラポート十日町 松 　 　 代

8 柏 　 崎 柏　 崎 11月13日㈮ 14：00 柏崎市立図書館 柏 　 　 崎

9 高田・直江津 直江津中等 11月20日㈮ 14：30 ホテルハイマート 関 根 学 園

10 佐 　 渡 佐　 渡 11月17日㈫ 14：00 国際佐渡観光ホテル八幡館 羽 　 　 茂

令和８年度　地区ＰＴＡ研修会の開催予定
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先
日
テ
レ
ビ
関
係
の
お
仕
事
で
芸

能
人
の
方
と
一
緒
に
お
仕
事
を
す
る

機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
方
は
テ

レ
ビ
で
拝
見
し
て
い
る
感
じ
と
ま
っ

た
く
同
じ
で
感
じ
の
い
い
方
で
し

た
。
現
場
で
も
明
る
く
、
ス
タ
ッ
フ

と
一
緒
に
番
組
を
作
る
と
い
う
姿
勢

が
見
え
ま
し
た
。
仕
事
を
す
る
上
で

人
間
性
が
と
て
も
重
要
な
こ
と
を
改

め
て
感
じ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
調
査
広
報
委
員
会

新
潟
南
Ｐ
会
長
・
見
田
）

新
潟
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会　

役
員
及
び
職
員

〈
令
和
八
年
六
月
五
日
現
在
〉

新
潟
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会　

感
謝
状
贈
呈
者


